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	スライド 1: 2023年度　ゆうちょ財団助成事業  「車いす障害者の印刷技能を 　活用した社会参加事業」
	スライド 2: 1.車いすを使用している身体障害者が印刷技術（名刺・チラシ・パンフレット）を学ぶためにパソコン使用の基本技術の 習得を図る。 ミントセンターに来所する障害者の全身状態の評価・パソコン技能の確認を実施し、個別シート作成。個々の上肢機能に合わせたパソコン操作の可能性や課題を抽出し方法を検討した。
	スライド 3: 個々の障害に合わせてパソコンを活用し、 パソコン操作の研修を実施した。 上肢に障害がある人には、特殊な用具を作って利用
	スライド 4: ミントセンターのパンフレット作製。 障害当事者が主体的に参加し、打ち合わせや意見交換を重ねながらデザインを決めてパソコンで作成した。 パンフレットは2000部印刷。   　
	スライド 5: 日本人の専門家がチラシや名刺つくりの 技術を伝える研修を行い支援しました。
	スライド 6: 2．印刷作成したチラシ・名刺・パンフレットを地域の関係者や行政に配布しミントセンターの広報に役立てた。
	スライド 7: パンフレット500部を配布した。近隣地域住民、ミントセンター来所者に配布した。 ミントセンターに市役所職員を招き、当事者メンバーが自身で作成した名刺を直接手渡すことができた。
	スライド 8: 3．ミントセンターへの来所者を増やし、 　障害者や家族、地域関係者の交流の機会を作る。 　近隣の子供たちや障害者・家族が参加
	スライド 9:  ミントデーのチラシをミントセンターの当事者メンバーで作成、近隣の住人に配布した。 ミントデーは約60名/回が参加し、1年間で6回開催した。 研修会や食事会を行なったりしながら交流しました。   

